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１ 次第 

２ 鹿浜未来小学校新築工事現場の状況及び仕上げ計画書【別添資料】 

３ 鹿浜未来小学校校歌（案）【資料１】 

４ 公募で寄せられた校歌のフレーズ・歌詞一覧【資料２】 
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（審議経過） 

校歌案について 

○野辺（陽）議長 

  それでは只今から議題に入らせていた

だきます。それでは校歌案についてという

ことで、本日は作曲・作詞をしていただき

ました、佐々木祐子先生にお越しいただい

ております。皆さまのお手元にあります資

料１が、佐々木先生が作詞された校歌案に

なります。それでは佐々木先生をご紹介し

ましょうか。佐々木祐子先生です。よろし

くお願いいたします。 

○佐々木先生 

  皆さんこんばんは。４年前までかな、鹿

浜西小学校のほうで音楽の教師をさせて

いただいて、今は北区立岩淵小学校で音楽

の教師をしております佐々木と申します。

この度は校歌の作成という大きな任務を

お任せいただき、とてもありがたい気持ち、

そして期待に応えられるように頑張りた

いなということで制作してまいりました。

今日持ってきたのは案という形で私なり

に最善を尽くして考えたものではありま

すが、まだ決定ではないというところで、

皆さまからご忌憚のない意見をいただき、

もう少し微調整をして最終的に完成にも

っていけたらいいかなと思っております。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○野辺（陽）議長 

  ありがとうございました。それでは続い

て曲のほうを聴いていただきたいと思い

ます。準備ができましたらよろしくお願い

いたします。 

○佐々木先生 

  ではお手元の歌詞又は楽譜のどちらか

ご覧になりやすいほうを見ていただきな

がらお願いいたします。 

（曲を再生） 

○野辺（陽）議長 

  ありがとうございました。ここで先生が

どんな気持ちで作曲・作詞をされたかち

ょっとお伺いしたいと思いますので、お願

いいたします。 

○佐々木先生 

  歌詞の面では、まず１番では鹿浜の地の

豊かな自然の中ですくすくと育っていく

子どもたちというものを描けたらいいか

なと思いました。というところでホームペ

ージのほうに寄せられた言葉からも抜粋

をして使っていますが、必ず荒川は入れた

いし、あと広々とした、伸び伸びとしたと

いうようなイメージが持てるような歌詞

にしました。そして２番ではやはり学校と

いうのは人と人とのつながり、そこが大き

く成長させてくれるものだと思うので、仲

間そして先生方、全てが宝物というところ

を入れて、さらに未来に向かって、校名に

も未来小はありますが、そことも掛け合わ

せて現在から未来へ向かって進んでいく

というような内容にしました。音楽的なと

ころで言いますと、校歌なのであまり長す

ぎず、そして覚えやすいようにというとこ

ろであまり古めかしいと言っては言葉が

ちょっと語弊があるかもしれませんが、児

童に馴染みやすいようなメロディーライ

ンで考えました。それと音域ですね。子ど

もたちの声に合わせてあまり高い音を入

れないで、元気に歌える感じの音域にした

つもりです。これをまあ小学生を長いこと

見てるので多分これでいけるかなという

ような実感はありますが、はい、以上です。 

○野辺（陽）議長 

  ありがとうございました。それでは皆さ

んお聴きになって、どこが良かったとか、

ちょっとここはこうのほうが良いんじゃ

ないかとか、また歌詞においてこれはどう
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でしょうかねという考えがありましたら

ぜひお聞かせいただきたいと先生のほう

からもおっしゃっていましたので、よろし

くお願いいたします。いかがですか。 

○矢萩委員 

  良い曲だなという感じを受けました。明

るく朗らかな感じを受けたし、軽やかで、

最後どこまでも未来に向かって夢がある

ような、良いかなと思うんですが、いくつ

かちょっとすみません、気になるところが

ありまして、「無限に」の最初の出だしが、

いいか悪いか分からないんですけど、低学

年にはやっぱり難しいんじゃないかとい

う感じです。簡単に「高く広がる」でも小

学校ならいいんじゃないかというぐらい

に考えています。それから気になるのが

「ぼくらのまち」「ぼくら」と両方ともぼ

くらぼくらなので、男子校ではないかと一

瞬考えてしまうようなところがあるので、

ではどうしたらいいんだろうかと。最近は

女の子でも「ぼく」だなんて言う人もいる

から悪いとは言えないかもしれないけど、

どちらかを「私たち」とかにするか、その

辺ちょっと議論したいなと思ったところ

です。 

○野辺（陽）議長 

  ありがとうございました。他に何かご意

見ありますか。 

○鹿浜委員 

  音楽は全然分かりませんけれども、この

歌詞の一番最後の「鹿浜未来小」で終わる

のではなく、「学校」を入れてはどうでし

ょうかね。ただ「未来小」となると、何か

抜けているような気がするので。 

○野辺（陽）議長 

  ありがとうございました。私もそう思っ

たんですけど、鹿浜西小学校の校歌は最後

「鹿西校」で終わっています。そういう言

い方もあるのかなと思いました。他にご意

見いただきたいと思いますが。 

○鹿俣委員 

  私も同じで「ぼくら」というのはやっぱ

りあれなので、ここを「みんな」に変えた

らどうかなと思いました。あと、「勇まし

い」というのが、あまり勇ましくてもちょ

っと心配な部分もあるので、ちょっと他の

歌詞とのつながりもあるので、一番が「歩

きだそう」だから「優しい心をもって」に

して、２番が走りだすのにくねくね曲がり

くねってではなくまっすぐに走ってほし

いんだと思うので、「まっすぐな心をもっ

て」というのはどうかなと。それからやっ

ぱり「小学校」まで入れられたらなと思っ

て今考えているんですけども、そうすると

「どこまでも」とか「力合わせ」を抜かす

と「未来に向かってはばたこう 鹿浜未来

小学校」「未来に向かって共にゆこう 鹿

浜未来小学校」あたりだと曲の長さとして

も収まりが良いかなと思いました。とても

聴いていて耳にやさしくてすごく良いな

と思いました。ありがとうございます。 

○野辺（陽）議長 

  ごめんなさい、私、聞きそびれてしまっ

たんですけど、「鹿浜未来小」というとこ

ろを「鹿浜未来小学校」にしたらどうかと

いうことでしたかね。 

○鹿俣委員 

  はい。 

○野辺（陽）議長 

  他にご意見ございませんでしょうか。 

○添田委員 

  私も皆さまが言われたとおり、「ぼく

ら」というのがちょっとどうなのかなと。

今のご時世、ちょっと違う表現がいいのか

なと思ったのと、やっぱり「未来小学校」

と学校まで入れたほうがいいかと思いま
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した。あと、２番の「優しく厳しい先生」。

本当に優しく厳しい先生はごもっともな

んですけれども、「厳しい」という活字が

ちょっと見た目にインパクトがあって、そ

うなんですけどちょっと違う表現がいい

のかなと思いました。 

○野辺（陽）議長 

  ありがとうございました。他にはいかが

でしょうか。 

○松村委員 

  「勇ましい」というのは何が勇ましいの

かな。２番の。これ、どういうことなのか

ね。 

○佐々木先生 

  何かこう困難なことにもめげずに、折れ

ずに自分たちの目標なり夢なりに向かっ

て突き進む力というような意味合いで。 

○松村委員 

  勇ましいというのはいろんな表現があ

るんだけどね。 

○佐々木先生 

  そうですね。 

○松村委員 

  何か人に見せようとバーっとやったの

も勇ましいとかね。別に勉強だけではなく

てね。例えばケンカなんかしていて真ん中

に止めにいったらあれ勇ましいやつだな

んてそういうのもあるわけだよね。何か先

ほど校長先生が言ったのも勇ましい。あと

他はもう分からない。これだけ。後は何も

ないです。 

○野辺（陽）議長 

  ありがとうございました。他にはどうで

しょう。鹿西の山下校長先生、いかがです

か。 

○山下委員 

  とっても良い校歌を作っていただいて

ありがとうございます。本当に爽やかで明

るく、何か勇気が出るような曲でとっても

良かったと思います。やっぱり「学校」が

というのは私もそうですけれども、それで

今、皆さんがおっしゃったところと大体同

じです。「ぼくら」のあたりもそうですし。

今考えていたんですけれども、確かに「優

しく厳しい」は「厳しい」がちょっとこの

時代での、添田委員がおっしゃるように、

本当にこれはすごく良い内容だと思うん

ですね。やっぱり温かさと、いや、子ども

のためを想う厳しさと、両方というのはと

ってもよく分かるんですが、こういう文言

に「厳しい」というふうになってしまうと

厳しいのかなと。じゃあどういう言葉がい

いのか今ちょっと考えていたんですが、ま

だすみません、浮かばない状態です。でも、

内容としてはとっても良いと思います。あ

りがとうございます。 

○野辺（陽）議長 

  ありがとうございました。大体もう皆さ

んおっしゃることは共通していると思い

ますけど、今伺ってみますと、１番の「無

限に」というのは子どもにとってはちょっ

と難しいかなと。おっしゃるように「高

く」ぐらいがいいかなという意見がありま

した。それから「ぼくら」ですが、特に今

の時代はいろんな方がいらっしゃるから、

気持ちとしては分かりますけれども、何か

他の言い方があったら一番とは思います。

それから「厳しい」というところと最後の

「勇ましい心」。気持ちも分かりますけれ

ど、何となく軍歌みたいなイメージになっ

てしまうかなと思うので、もう少しやさし

い言葉があったらいいのかなと。あとは

「未来小」で終わらずに「小学校」がいい

なという意見が多かったようです。他にご

ざいますか。いいですか。では皆で少し考

えてみますか。出だしは「無限に」という
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ところを矢萩委員は「高く」でも良いので

はないかという意見でした。「無限に」と

いうのはどういう気持ちが入っているの

でしょうか。 

○佐々木先生 

  「果てしなく」というような意味合いで

す。 

○野辺（陽）議長 

  どうでしょうか。「無限に」というのは

難しいのかなというところですが。今は決

めなくてもいいんですけれど、この後、こ

んなのがいいんじゃないかというのが出

てきましたら。では「ぼくら」に関しては

どうですかね。うまく文字が合うかどうか

にもよりますが。３文字しか入らないので。

「みんなのまち」は。 

○佐々木先生 

  「みんな」でもいけますね。 

○野辺（陽）議長 

  「みんな」の他にはどうでしょうか。 

○添田委員 

  「私たち」だと字余りか。 

○渡邉会長職務代理 

  字余りになってしまう。 

○野辺（陽）議長 

  「厳しい先生」というのはどうか。 

○鹿俣委員 

  「やさしく熱い先生」とかは。ちょっと

あれですかね。 

○野辺（陽）議長 

  今、「熱い」というご意見がございまし

た。どうでしょうか。 

○矢萩委員 

  「厳しい」でもいいんじゃないですか。

ただ、漢字にしないで、平仮名にして。 

○野辺（陽）議長 

  「厳しい」のままでいいんじゃないかと。 

○矢萩委員 

  「厳しい」のままでも平仮名でやると多

少バランスは良くなるかと。 

○野辺（陽）議長 

  平仮名にすれば厳しくなくなりますか。 

○佐々木先生 

  ここは本当に私も実は迷ったまま皆さ

んに見ていただいているというのがあっ

て、「優しく厳しい」「ぼくら」とかそう

いうところも、実は「勇ましい」もそうな

んですけど。なので、逆にここでこうやっ

てご意見いただいて、やはり再考するべき

場所だなとはあらためては思いますが、

「厳しい」に近い意味合いを入れ、ただ優

しいだけではないというところで、でもそ

れはみんなに対する愛があるからだよと

いうところを何とかして入れたいという

想いで夏から考えて、今明確にこれ以外の

言葉が探せずにいるというのが現状です。

なので確かに「厳しい」が漢字でなくなっ

ただけで少し柔らかい印象になりますの

で、それで良ければですし、何か他にあれ

ばまたおっしゃっていただければと思い

ます。 

○野辺（陽）議長 

  ということですけれども、代案がないと

変えられないですよね。 

○佐々木先生 

  あった方がありがたいんですけど。 

○野辺（陽）議長 

  「厳しい」または「熱い」。ちょっと考

えどころですよね。それから最後から３番

目の「勇ましい」というところはどうでし

ょうか。 

○佐々木先生 

  先ほど校長先生からご意見いただいた

ときに、１番の「まっすぐな心」を「優し

い」というような意味合いで。で、２番で

「勇ましい」ではなく、まっすぐに走ると
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いうような意味合いで「まっすぐな心」に

してはどうかというふうにご意見いただ

いて、それだといいかなと私個人は思った

のですが、２番の「勇ましい」はなくして

２番で「まっすぐな心」。で、１番のとき

は「優しい」というのは言っていただいた

のですが、もしかしたら語呂的には「温か

い」とか。「優しい」で歌うと「さあ歩き

だそう 優しい心もって」こんな感じに。

全然大丈夫だと思うんですけども。で、「温

かい」だと「さあ歩きだそう 温かい心も

って」このような感じになります。「優し

い」だと４文字なので、少し音楽用語で休

符、お休みが長めになることで、子どもた

ちが覚えるまでにちょっと時間がかかる

かもしれませんが、どっちでも大丈夫です。 

○野辺（陽）議長 

  「まっすぐな」のところは「温かい心も

って」、２番のほうは「優しい」にする。 

○佐々木先生 

  （２番は）まっすぐな。 

○野辺（陽）議長 

  こっちが「まっすぐな」か。そうか。１

番が「温かい心もって」、２番が「まっす

ぐな心もって」というふうになりましたけ

れども。 

○新井委員 

  「温かな」のほうがいいんじゃないです

か。 

○佐々木先生 

  なるほど。あとはちょっと今この場で皆

さま方にご相談したいんですけど、正にこ

の場所ですね。１番の歌詞のときに、なぜ

ここで「まっすぐな」というのはやはり空

を突き抜けるようなとか、広々とした自然

の中でまっすぐな、歪みのない心でという

意味合いが私の中ではあって「まっすぐ」

にしたんですね。で、２番にそれをもって

いく、今そういうことを私自分で言いまし

たが、もってくるとまあちょっとそこは離

れてしまうんですが、歌詞の内容で言うと

２番のほうがむしろ「温かな」が合うよう

な気もします。先生方や仲間たち、そうい

う人との絆を胸に持って温かな心でとい

うのもいいのかなと今思ったんですが、皆

さま方いかがでしょうか。 

○野辺（陽）議長 

  私もそう思ってしまうんですけど、（１

番が）まっすぐな心で、（２番が）温かいと

したほうがいいような気がしますが、いかが

でしょうか。良さそうですか。それで最後の

「鹿浜未来小」を「小学校」をどうしても入

れたいというのはどうですか。 

○佐々木先生 

  それはちょっと私のほうで旋律のライ

ンを調整することで入れられるような気

もしますので、最後。今この場でこうなり

ますとはちょっとお伝えできないんです

が、持ち帰らせていただいて「鹿浜未来小

学校」になるように少しメロディーライン

を調整したいと思いますが、それでもよろ

しいですか。 

○野辺（陽）議長 

  よろしいですか。皆さんよろしいという

ことで、今すぐということではなく、先生

がもう１回あらためてくださるというこ

とで、それでよろしいですか。 

（異議なし） 

  その他に何かありますか。全体で。ご意

見ありましたらお伺いしたいと思います

が。 

○矢萩委員 

  ２番の「たからもの」は平仮名なんです

けど、何かあるんですか、考えが。漢字で

もいいわけですか。 

○佐々木先生 
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  そうですね。漢字でもいいです。漢字で

いきますか。 

○矢萩委員 

  どちらでもいいわけですか。 

○野辺（陽）議長 

  「たから」だけですか。他にはよろしい

ですか。 

○新井委員 

  ありがとうございます。とってもいい歌

だと思います。今ちょっとここで先ほどの

「厳しい先生」の話が出たんですが、学校

って子どもの仲間たちと先生だけでなく

て、いろんな方が関わっているとなると、

先生だけに特化する必要はないのかなと

思うと、「厳しい」という言葉は要らなく

なる可能性ありますよね。ちょっとこう何

か先生や何々というふうに考えると、「優

しく厳しい」という形容詞がもしかしたら

別のものに変えられるかもしれないなと

思いました。 

○野辺（陽）議長 

  「厳しい」の替わりに先生だけでなく地

域の方々というような言葉を入れたらど

うか、ということですか。 

○新井委員 

  そうです。 

○佐々木先生 

  ちょっとお知恵をいただきたいのです

が、やはり考えたときにですね、本当にそ

うで、先生たちだけではなくて主事さん方

とか、学校で言ったら他にも支援してくだ

さる方って、家庭の、おうちの人、地域の

方々がいっぱいいて、その方々を包括する

言葉というのが自分でちょっと難しかっ

たなというところがあります。「地域の人

たち」とかを校歌に入れるわけにもいかな

いなというところで、じゃあどういった言

葉でそのような方々を形容できるかとい

うところが正直難しいので。言っていただ

いたことはすごくよく分かるし、入れたい

のですが。 

○矢萩委員 

  今のところで、やっぱり学校の校歌なん

ですよね。子どもたちにとっては先生が一

番なんですよ。だからやっぱりここは「優

しく厳しい先生」でいいんじゃないかと私

は思います。地域の方とか主事さんとかい

ろいろありますけど、「出会ったすべて

が」という言葉がそこにありますので、そ

こに表現されているからそれはいいんじ

ゃないかと私は思います。 

○野辺（陽）議長 

  今、矢萩委員のほうから、これは校歌な

んだから、学校の歌ということで、地域の

方たちを入れたいけれども、やはり先生は

先生でいいという意見でした。どうでしょ

うね。確かに地域って私たちみたいなもの

ですけれども、私たちは学校のために頑張

っているだけで、子どもたちのために頑張

ろうとは思いますけど、そういう意味であ

まり・・・。もうちょっと考えていただい

て、少し時間をおいてまた会を開きたいと

思いますので、その時に良いか悪いか判決

を下していただければと。今日は一応（曲

を）聴いていただいて、皆の心にどんな曲

かなというのが残ればいいかなと思いま

す。（それでは）もう一度かけていただい

てもいいですか。 

○佐々木先生 

  はい、分かりました。 

（曲を再生） 

○野辺（陽）議長 

  お聴きになっていかがでしたか。何かい

いですよね。 

○山下委員 

  あらためて聴くと、頭の「無限に」とい
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うのは、すみません、ここは矢萩委員の主

張と違うんですけども、言葉は確かに低学

年の子には難しい言葉ですけれども、今や

っぱり曲を通して聴いてみるとすごく自

然だし、内容としてやっぱり整合性がある

というか、筋がやっぱり通っている、歌詞

の内容的に通っているなというのがある

ので、すんなり入ってくるんですね。なの

で、こういう言葉があってもいいのかなと

私は思いました。例えばちょっと種類は違

うかもしれないんですけど、鹿浜西の校歌

は「あけそめる」とか「むかししのびて 名

はのこる」とか、そういう少し子どもには

すぐにはちょっと難しい言葉遣いかもし

れないけども、やはり親しんでいく、それ

を段々理解していくというプロセスもす

ごく大事なので、この１番の歌詞に沿った

内容として「無限に」というのはすごく合

うのかなと思うし、難しかったらばそれを

補ったり、段々理解していくことでもいい

のかなと私は思います。すみません、矢萩

委員。ただ、もう一ついいですか。さっき

私が言ったことと矛盾するんですけども、

「優しく厳しい先生」ってずっと「厳し

い」の代案を考えていたんですけども、今

出ないです。そうすると「優しく厳しい」

というのはいいのかなと。あえて。すごく。

またそういう校歌ってあまりないかなと。

とっても教育の、ある意味本質的なところ

を突いていて、あえて斬新なのか伝統的な

のかちょっと分からないですけども、さっ

き言ったこととちょっと考えているうち

にちょっと考えが変わってきて、あらため

て聴いてみるととてもいい内容、やっぱり

曲調、この流れの中で聴いてみると少し違

う感覚を持ちました。そんな気持ちになり

ました。 

○野辺（陽）議長 

  ありがとうございます。それぞれいろん

な意見があると思いますけれども、少し時

間をおいて、もう一度皆さんのおうちでよ

く考えていただいて、また次回に教えてい

ただくということでよろしいですか。それ

では佐々木先生、どうもありがとうござい

ました。またいろいろと注文が入りますけ

れども、あらためてよろしくお願いいたし

ます。 

○佐々木先生 

  こちらこそよろしくお願いします。 

○野辺（陽）議長 

  どうもありがとうございました。皆さん

もいろいろと聴いていただいて段々と表

現が頭に残っているような気がするんで

すが、良い感じだと思いますが、先ほど言

ったような、またあらためてお考えをお聞

ききしたいと思いますので、次回までにま

とめておいていただければありがたいと

思います。今日は一応ここまでということ

ですので、ありがとうございました。お疲

れ様でした。 

（一同拍手） 

（議事終了） 

 

以上 


